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5照古
代
伊
勢
国
奄
芸
郡
の
郡
家
と
条
呈

戸

祭

由

主主
:メミ

ゴ二
ノ ¥

、

は
じ
め
に

古
代
げ
凡
な
い
て
伊
勢
田
は
畿
内
に
隣
接
す
る
三
関
国
の
一
つ
と
し
て
大
国
花

ラ
ン
ク
さ
れ

天
皇
家
の
祭
柁
を
司
る
伊
勢
神
宮
口
が
そ
の
東
関
部
げ
一
鎮
{
内
一
ず
る

乙
と
と
も
栢
侯
っ
て
、
政
治
的
犯
重
要
な
ウ
ェ
ー
ト
を
も
づ
国
で
る
司
た
。

の
古
代
伊
勢
国
に
関
し
て
は
歴
史
地
理
学
か
ら
の
調
査
研
究
が
、
国
古
川
・

関
・
榎
撫
駅
家
(1)

や
桑
名
・
員
弁
・
河
曲
・
飯
高
・
飯
野
・
多
気
・
愛
会
冬
裂

の
条
里
す
)
を
対
象
と
し
て
を
さ
れ
て
い
る
が
、
郡
家
や
交
通
路
さ
ら
に
国
内
出

央
部
の
条
塁
に
つ
い
て
は
未
だ
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
左
い
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
伊
勢
国
の
ほ
ほ
中
央
部
に
位
置
す
る
悶
奄
芸
郡
(
立
を
と
り
あ
げ

討小山家の一

位
置
比
定
や
条
豆
地
割
の
復
原
を
行
う
と
と
だ
し
た
い
。

現
在
、
津
市
・
鈴
鹿
市

-hm
敷
郡
の
二
市
一
郡
の
各
一
部
を
な
す
回
奄
士
一
言

は
、
伊
勢
国
中
央
部
や
や
北
寄
り
の
比
較
的
小
規
模
左
郡
で
あ
っ
て
、
明
治
二

か

わ

わ

り

二
年
の
合
併
陀
よ
っ
て
消
滅
す
る
ま
で
は
、
河
曲
・
鈴
鹿
・
安
涯
の
各
部
と
そ

れ
ぞ
れ
北
東
・
東
・
南
西
で
郡
界
を
か
た
ち
つ
く
り
、
東
は
伊
勢
湾
陀
五
」
て

い
た
。

と
の
よ
う
左
相
対
的
な
位
置
関
係
は
古
代
律
令
期
だ
ま
で
道
工
ω

と
と
'
戸

で
き
、
和
名
抄
に
よ
れ
ば
奄
芸
部
は
奄
芸
・
田
井
・
塩
屋
・
服
部
・
果
、
白
・
窪

田
の
六
郷
よ
り
な
る
下
郡
で
あ
っ
た
。
ま
た
地
形
の
よ
で
は
、
北
部
の

m
ノ
川

流
域
、
中
部
の
丘
竣
・
台
地
、
南
部
の
乱
島
県
川
流
域
、
む
よ
び
北

〉
」

一
id
パ
μ

一
同
部
げ
に
'
区
分
す
る
と
と
が
で
き
¥

そ
の
う
ち
北
部
な
よ
び
南
部
に
後
述
す
る
ご

ー
と
く
条
呈
地
割
が
認
め
ら
れ
る
。

ー一、

奄
芸
郡
宗

奄
芸
部
。
郡
家
が
設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
と
し
て
は
、
郡
家
に
噴J
係
あ
る
と
さ

れ
る
“
郡
山
‘
地
名
を
も
っ
鈴
鹿
市
郡
山
町
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
と
の
郡
山

町
は
明
治
初
期
心
奄
芸
部
郡
山
村
が
奄
士
宮
郡
栄
村
大
字
郡
山
、
河
芸
部
栄
村
大

字
郡
山
L
し
そ
の
行
政
区
画
名
称
を
か
え
、

さ
ら
に
沼
和
二
九
年
だ
鈴
鹿
市
へ
一
一
編

入
さ
れ
て
現
在
の
名
称
と
左
っ
た
地
区
で
あ
っ
て
、
市
内
南
部
を
東
流
し
て
伊

こ

勢
湾
に
注
ぐ
中
/
川
右
山
一
汗
の
台
地
上
に
あ
る
。

即
ち
、
古
代
の
奄
芸
部
に
な
け

る
郡
山
地
区
の
位
置
は
、
北
部
の
中
ノ
川
沖
積
低
地
と
中
部
。
丘
唆
・
台
地
と

の
境
界
部
に
あ
え
り
、
奄
芸
郡
全
域
の
な
か
に
あ
っ
て
は
北
東
に
偏
っ
て
い
る

~l~ 

と
と
げ
ル
ち
も
る
c

し
か
し
、
郡
内
で
郡
山
地
区
以
外
に
郡
家
関
係
の
地
名
が
み
あ

た
ら
左
凶
と
と
、
式
内
社
の
酒
井
神
社
が
地
区
内
の
郡
山
集
落
北
部
に
鎮
座
し

亡
同
て
集
落
の
成
立
期
を
古
代
児
ま
で
遡
ら
せ
う
る
可
能
性
が
高
い
と
と
、

去」

ら
に
郡
家
の
一
存
在
し
た
可
能
性
を
示
す
遺
跡
が
郡
内

κ
は
見
当
ら
左
い
と
と
(4)

か
ら
、

本
論
で
は
郡
山
地
区
げ
い
郡
家
を
求
め
、
地
割
・
地
名
左
ど
か
ら
ぞ
の
境

域
を
検
討
し
て
い
〈
と
と
だ
す
る
。

ま
ず
地
区
内
の
地
形
む
よ
び
土
地
利
用
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
郡
山
集
落
は
中

ノ
川
右
岸
の
台
地
豆
上
陀
あ
り
、
約
一

0
メ
ー
ト
ル
の
比
高
を
も
っ
急
崖
で
も

っ
て
北
万
の
沖
積
低
地
と
馬
て
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
集
落
の
一
間
端
も
比
高
約
一

0
メ
ー
ト
ル
の
急
車
を
も
っ
小
河
谷
に
よ
っ
て
限
ら
れ
て
な
り
、

そ
の
小
河
谷

の
一
惜
は
集
落
に
接
ナ
る
あ
た
り
で
六

0
1
一
0
0
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
そ
の
た
め

近
一
斉
の
台
地
上
は
用
水
に
乏
し
〈
、
乾
田
・
焔
・
草
地
・
樹
林
地
と
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郡山集落付 近 の 地 割 と 土 地 利 用図1.

左
つ
て
な
り
、
水
田
の
広
が
る
中
ノ
川
沿
い
の
沖
積
低
地
や
河
谷
の
谷
底
部
と

土
地
利
用
の
点
で
著
し
い
対
照
を
念
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
同
じ
台
地
上
陀
あ

っ
て
も
、
郡
山
集
落
の
一
南
端
を
限
る
前
記
の
小
河
谷
を
境
に
し
て
、
北
側
の
集

落
の
あ
る
あ
た
り
と
南
側
と
で
は
土
地
利
用
や
地
割
の
点
で
異
な
っ
て
な
り

明
治
二
六
年
の
二
万
分
ノ
一
地
形
図
陀
よ
れ
ば
、
北
側
で
は
乾
田
や
畑
が
卓
越

す
る
の
に
対
し
て
、
一
南
側
は
樹
林
地
が
拡
が
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
南
側
も
過

半
が
開
墾
さ
れ
て
畑
地
化
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
地
割
は
整
然
と
し
た
矩
形
を

し
て
な
り
、
北
側
の
耕
地
に
み
ら
れ
る
地
割
の
形
状
と
は
明
瞭
を
相
違
を
み
せ

て
い
る
。
従
っ
て
郡
家
の
設
け
ら
れ
た
と
と
ろ
は
郡
山
集
落
の
あ
る
北
側
の
台

地
上
に
あ
て
み
と
と
が
で
き
よ
う
。

そ
こ
で
郡
山
附
近
の
小
字
地
名
を
み
て
み
る
と
、
酒
井
神
社
の
鳥
居
よ
り
一
向

げ
比
向
う
道
路
を
境
げ
比
し
て
隣
り
あ
う
里
中
・
西
里
の
二
小
字
が
集
落
の
ほ
と
ん

-2-

そ
の
周
圏
に
は
三
芝
・
宮
ノ
西
・
坂
山
・
ロ
皮
切
・
土
{
へ

串
け
す
み

・
西
川
・
向
山
・
下
浦
・
青
木
口
・
塚
腰
e

明
角
・
若
宮
・
大
鳥
居
・
染
野
な

ど
を
包
含
し
て
な
り
、

ど
の
小
字
が
あ
る
。
と
れ
ら
の
小
字
は
地
名
の
点
だ
け
か
ら
は
郡
家
左
い
し
郡

衝
の
境
域
豆
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
左
い
が
、
多
く
の
場
合
小
字
界
が
台
地
の

長
軸
方
向
(
東
南
東

I
西
北
西
)
と
と
れ
だ
直
交
す
る
方
向
だ
の
び
て
い
る
の

は
注
目
さ
れ
る
。
小
字
界
陀
み
ら
れ
る
と
の
よ
う
な
方
向
性
は
小
字
内
部
の
地

割
陀
つ
い
て
も
ほ
ぼ
あ
て
は
ま
る
。

と
の
よ
う
在
方
向
性
を
有
す
る
小

い移民、

字
界
hv
よ
び
地
割
死
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
左
と
と
が
指
摘
で

長
C

句。。

(
函
1
参

照

)

ィ
、
直
線
状
を
な
す
小
字
界
の
箇
所

K
あ
っ
て
も
、

そ
の
長
さ
が
数
百
メ

l
ト

ル
げ
一
ま
で
hv
よ
ぶ
も
の
は
左
〈
、

そ
れ
ど
と
ろ
か
東
高
方
向
の
小
字
界
陀
あ
っ

て
は
直
線
状
と
い
う
よ
り
も
ゆ
る
や
か
念
曲
線
状
を
を
し
て
い
る
も
の
が
多
凶
。

/ 



口
、
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の
宮
一
線
状
子
一
三
寸
小
字
界
内
一
一
室
事
。
ぅ
ト
ノ

相
互
に
ほ

ぽ
平
行
す
る
も
の
の
問
請
を
「
引
っ
て
与
一
ゐ
L

一、

一
町
子
笠
数
倍
を
な
す
例
iy
一し

て
は
僅
か
げ
に
d

西
塁
の
「
四

mm守一J
界
し
r

↑
士
口
斉
一
の
烹
測
字
自
作
間
(
約
六
町
)
が
あ
る

κ

す
ぎ
」
左
h
c

ハ
、
小
字
界
を
士
さ
J
h
w

三
呂
)
士
い
レ
主
古
賀
庭
併
に
つ
一
山
て
み

J

て
も

数
百
メ

l

ト
ル
に
わ
た
っ
て
直

を
な
ナ
も
ふ
は
を
く

か
つ
ま
た
椙
互
ケ
一
ぽ
ぽ
平
行

す
る
道
の
間
隔
が
一
町
の
整
数
告
を
み
2
F
例
も
見
当
ら
さ
h
o

従
っ
て
小
字
地
一
名
か
ら

子
日
)
7
f
h

芥

や

一ず3込
f 

も
一
託
家
や
郡
街
の
境
域

を
推
定
す
る
に
足
る
手
掛
り

三
ピー

/ 

l ハ、ノ、

r 

み
心
マ

2

小

J

D

左
か
「
パ
J
m
J
っ
て
手

J

掛
り
と
左
り
そ
う
を
西
室
の
遇
制
字
界
~
忠
一
よ
び
苓
宮

yu
東
剣
山
7
7

界
児
注

g
p
る

と
、
南
字
国
什
と
も
台
地
上
か
ら
午
/
川
沖
積
低
地

落
て
至
る
主
要
な
道
路

r
k

沿
っ
て
な
り

之
去
な
か
っ
前
者

ち
っ
て
は
京
市
集
落
の
自
問
ほ
と
も
在
っ
て

い
る
し
、
後
者
に
あ
っ
て
は
鈴
安
市
秋
、
水
可
(
山
大
字
了
c
h
u
町
境
で
も
み
局
一
る
。

と
の
と
と
は
両
字
界
が
重
要
企
境
界
で
あ
一
位
と
し
一
を
き
凍
し

f
t
u
る
と
い
え
づ
む

2

そ
と
で
と

σ一向
Z
J
界
の
あ
た
?
口
J
3
池
訓
討
を
も
う
一

叩
出
こ
受
付
し
て

J
川

本

一

C

V

次
の
正
井
つ
左
と
と
が
知
ら
れ
る
。

ニ
、
里
中
と
西
患
と
の
小
字
問
弁
の
一
訴
を
士
ナ
直
線
状
わ
一
道
路

小
{
?
?
界
と
ほ
ぼ
平
行
で
か
つ
一
一
・
五
可
。
間
関

d

b

一
千
一
有
ー
し
て
お
り
、

一
自
主
(
山
首
側

し
-Ii::;. 

こ
の

道
路
は
前
述
の
よ

に
弐
」
〔
什
社
え
る
桓

の由主よ一内比五十」↓
r
v
v

妥
当

3

と
主
μ

い
う

べ
き
も
の
で
あ
る
ω

木
、
集
落
内
の
地
割
は
周
囲
。
耕
地
の
γ

て
れ
に
辻
¥
て

し
て
い
円
る
が
集

落
内
を
東
西
に
走
る
道
路
乃
一
な
か
に
も
広
州
一
塁
。
一
泊

E三
ノ t

し
一
百
一
角
の
万
ム
向

を
も
つ
も
の
が
あ
?
心

v

へ
、
酒
井
神
社
の
社
域
h
h
r
t
p
道
の
辺
一
一
一
主
総

L
に
」
て
一
気
一
回

町
余
、
完

北
一
一
判
弱
心
地
J
T
」f

「
コ
め
て
会
打
、
鳥
居
的
必
至
栄
司
L

に
す
る
道
路
と
集
落
一
明
方
の

谷
底
と
の
間
日
婦
が
二
町
会
-
あ
る
。

右
の
ニ

1
へ
諸
点
Jh-
郡
家
域
を
想
定

T
る
手
掛
町
と
し
て
は
凶
さ
さ
か
不
十

分
で
あ
る
が
、

共
通
し
て
郡
家
関
係
地
名
た
る
お
山
一
集
落
死
郡
家
の
存
在
を
暗

示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
奄
芸
部
が
下
型
で
あ
る
こ
と
や
地
形
的
制
約
を
も
考

慮
し
て
、
酒
井
神
社
社
域
「
一
方
一
町
の
間

シ一

4
七
ノ
礼
西
国
ヱ
・
里
中
の
小
字

界
を
一
南
北
方
向
の
中
軸
線
と
す
る
方
三
町

あ
ろ
う
ア
)
コ
も
ち
ろ
ん
と
の
想
定
は
ま
だ
十
分
ま
説
得
力
げ
一
欠
け
て
な
り
、
例

を
相
叫
(
疋
ず
る
の
が
♂
女
当
で

え
ば
式
円
社
の
社
地
を
郡
街
域
と
し
て
い
る
こ
と
も
問
題

P

)

士
ろ
う
が
、

と
の

点
、
死
闘
し
て
は
酒
井
一
神
社
が
同
じ
奄
芸
郡
内
の
式
内
社
た
る
伊
奈
富
神
社
(
稲

生
大
明
神
)
の
薪
さ
と
さ
れ
て
円
て
豆
、
郡
一
家
の
勢
減
衰
退
後
に
神
社
が
郡
街

心
地
に
移
転
き
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

3 -

ま
た
部
家
域
想
定
に
あ
た
っ
て
東
西

一
刀
向
の
基
準

I

L

殺
を
明
確
に
し
え
4
明
か
っ
た
が
、

と
の
い
尽
に
つ
凶
て
は
後
に
条
里

と
の
謂
速
で
再
議

F
る
と
と
に
し
た
い
c

ζ己

ム
」

中
ノ
川
流
域
の
条
皇
地
割

中
ノ
川
流
域
の
沖
積
低
地
の
う
ち
奄
芸
郡
ピ
奮
す
る
範
囲
は
現
在
ほ
と
ん
ど

与

¥

す

え

み

手

♂

一

括

z
勺

ち

い

の

鈴
吉
町
一
市
域
、
と
な
っ
て
シ
り
、
西
か
ら
一
三
宅
・
徳
一
江
口
・
御
君
、
越
知
・
徳
田
・
穏

Z

J

U

わ

い

生
-
一
枚
、
水
・
一
江
持
u

'

叩
城
山
の
各
町
だ
ハ
オ
寓
し
て
い
る
c

い
ま
と
れ
ら
各
町
の
小

宇
治
名
を
検
し
て
み
る
Ld
一
、
徳
田
町
に
五
之
坪
・
六
之
坪
と
い
う
坪
地
名
が
あ

る
ほ
か
、
東
条
・
丙
一
条
(
以
上
、

三
宅
町
)

e

森
ケ
山
内
(
御
一
関
町
)
・
八
一
反
坪

-
j
T
A

汗
(
以
上
、
沼
田
町
)
・
縄
手
一
:
粟
之
内
(
以
上
、
稲
宝
町
)
・
大
縄
・

高
縄
エ
一
J

E

此
ほ
パ
(
以
上
、
五
祝
町
)
の
よ
う
な
地
名
も
み

F

ら
れ
る
。

(
図

2

4
h
f
J
f
一沼…
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4一



そ
と
で
ま
ず
坪
地
名
の
あ

J

る
徳
田
町
を
と
り
あ
げ
、
明

に
よ
っ
て
耕
地
整
理
前
の
状
況
を
み
て
み
る
と
、
道
路
品
、
水
引

や
き
り

す
も
の
が
多
く
、
星
去
・
高
回
・
古
川
・
梨
子
之
木
・
一
戸
波
動
十
石
前
・
戸
間
!

も
一
直
十
万
人
状
を
ニ
ト

じっ

変
形
地
割
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

ち
な
み
げ
比
五
之
坪
と
そ
の
奈
の
忠
一
去

初
回
・
志
留
田
・
熊
野
田
・
神
自
の
各
小
字
で
は
一
長
地
引
ぷ
ア
な
い
し
半
折
型
の

か
よ

び
地
割
の
乱
れ
て
い
る
六
之
坪
の
南
の
神
白
と
熊
野
田
の
一
地
M
T了

の
如
〈
で
、
墨
去
で
は
一
幅
も
ほ
ぼ
一
町
で
長
地
型
を
一
示
す
の
に
戸
、

i
レ

J
L

子
乙
坪

¥

一

戸

ぜ
p

j

h

守山
Uη
↓

一J

こ
仁
ロ
川
区
っ
d

で
は
幅
も
一
町
よ
り
幾
分
狭
い
う
え
陀
地
割
も
乱
れ
て
日
z
u
o

狩
出
し
仁
熊
野
田

地
割
が
一
町
方
面
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
構
成
し
て
い
る
。
以
上
の
と
L
j」

で
は
と
も
陀
二
×
一
二
町
の
面
積
内
児
長
地
型
な
い
し
半
折
型
の
幾
分
変
形
し
た

ら
つ
情
て
捺

一
一
四
度

E
の
方
位
を
も
っ
条
塁
地
割
は
ど
の
あ
た
り
ま
で
た
ど
h

田
町
の
耕
地
整
理
前
の
地
割
は
明
ら
か
げ
比
条
里
地
割
と
一
認
め
ら
丸
三
二
で
は

N

の
で
ち

と
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
次
に
耕
地
整
理
実

町
以
東
の
各
町
に
つ
い
て
耕
地
整
理
前
の
状
況
を
誤
べ
、
さ
ら
に

ろ
う
か
。

左
さ
れ
て
い
な
凶
徳
田
町
以
西
の
各
町
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
し
に
け

耕
地
整
理
前
の
認
田
町
以
東
の
低
地
部
、

む
徳
田

理
の

す
J

な
わ
ち
稲
生
・
秋
、
ム
イ
4

・
7
1

祝
・

ヱ、

磯
山
の
各
町
児
つ
い
て
残
存
す
る
旧
地
籍
図
を
も
と
に
地
割
を
検
討
ム
一
fζ
土、

矢
去
・
栗
之
内
・
杉
本
・
沼
之
井
・
山
添
・
溝
端
(
以
上
、
一
稲
生
町
)

谷
・
蔵
久
・
八
島
・
横
綱
(
以
上
、
秋
永
町
)

蔵

久

・

条

-
犬
飼
・
高
縄
手
・
大
縄
・
東
前
(
以
L
L

、
五
祝
町
)
・
久
保
阿
国

上
、
磯
山
町
)
の
各
小
字

K
N
二
四
度

E
の
条
阜
地
割
を
認
め
る
}
/
了
い

ソ

門
川
円
-
!
っ
ム
‘
九

f

u

w

h

河
H
-

一
ノ

， ¥  

l、f

シエ丈、

る
。
さ
ら
げ
比
五
祝
町
下
堅
田
'
古
屋
敷
の
各
小
字
。
一
部
に
も
同
じ
宗
主
地
引

(
1
L

主

ら
し
き
も
の
が
み
ら
れ
る
し
、
旧
地
籍
図
が
廃
棄
さ
れ
売
と
と
ろ
心
う
ち
で
も

五
祝
町
此
坪
や
木
鎌
の
よ
う
児
一
一
円
間
隔
の
道
路
の
宥
在
キ
一
六
4

一
士
山
町
田
よ
り
お

〔凡例は図 3Yて同!二〕越知・主主薗 2町の地割(一部 7
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3町

三宅町の地割(ー部)【凡例は国3iて同じ〕

摘
し
う
る
と
こ
ろ
も
る
る
。

い
ま
秋
、
水
町

蔵
久
・
横
綱
の
池
割
を
図
3
に
よ
っ
て
み

れ
ば
、
康
久
の
南
部
か
ら
横
綱
の
北
西
部

氏
か
け
て
法
典
型
的
左
長
地
型
地
割
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
横
綱
の
南

部
で
は
地
割
が
乱
れ
て
な
り
、
秋
、
水
町
や

後
山
町
の
南
げ
比
一
接
す
る
河
芸
町
大
字
西
千

里
で
は
耕
地
整
理
前
の
問
地
籍
図
を
み
て

も
N
二
四
度
目
。
条
一
塁
地
割
は
認
め
が
た

ぃ
。
従
っ
て
現
在
知
り
う
る
限
り
に
な
い

図 6

て、

N
二
四
度

E
O
条
豆
地
割
の
吉
沢
一
限
は

稲
生
町
山
添

l
磯
山
町
広
見

1
秋
、
水
町
蔵

久
を
結
ぶ
線
と
い
う
と
と
が
で
き
る
。
と
の
東
限
線
は
地
形
の
う
え
か
ら
み
る

す
)

沖
積
低
地
の
氾
濫
原
と
海
産
平
野
と
の
境
界
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
な
り
、
ま

た
中
ノ
川
が
流
路
を
南
に
急
変
き
せ
て
延
長
川
と
左
る
転
換
部
で
も
あ
っ
て
、

待
田
町
以
西
の
低
地
部
、

現
海
津
線
沿
い
の
砂
堆
列
よ
り
後
方
の
砂
川
濯
が
あ
た
り
に
散
在
し
て
い
る
。

す
念
わ
ち
越
知
白
書
・
徳
居
・
三
宅
の
各
町
一
に
つ
い
て

は
図

4
か
ら
も

N
二
四
度

E
の
条
里
地
割
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、

地
籍

A

図
を
検
す
る
こ
と
陀
よ
っ
て
越
知
町
の
ほ
ほ
全
域
と
御
薗
町
の
森
ケ
坪
・
舟
田

-
井
場
・
山
ケ
鼻
の
各
小
字
で
明
確
に
認
め
る
と
と
が
で
き
る

G

国
5
は
そ
の
一

地
割
を
示
し
た
も
の
で
、
一
長
地
型
が
原
形
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で

し
て
み
る
と
、

と
の

N
二
四
度

B
の
条
里
地
割
の
南
西
隈
た
る
御
薗
町
山
ケ
鼻
の
地
割
を
注
意

そ
の
西
部
で
は
地
割
の
東
偏
の
度
合
が
寸
ノ
〈
左
く
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
と
の
よ
う
に
東
偏
の
度
合
の
す
く
左
い
地
割
が
山
ケ
鼻
の
商
の
御
薗
町

-
桜
本
・
八
木
・
走
白
、

さ
ら
陀
徳
居
町
東
代
へ
と
続
凶
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
割
は
南
北
憶
が
ほ
ぼ
一
町
あ
り
、

N
二
四
度

E
の
条
里
地
割
と
同
様
長
地
型

を
呈
し
て
い
る
合
で
、

と
れ
も
条
里
地
副
都
と
み
左
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
ほ
か
徳
田
町
以
西
で
一
町
方
函
の

地
割
以
外
に
判
定
の
手
掛
り
が
な
い
。

地
割
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
し
て
は
三
宅
町
寺
門
・
御
法
の
付
近
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
対
告
に
東
条
・
西
条
と
い
う
小
字
が
あ
る
ば
か
り
で
条
里
地

割
と
認
め
る
に
足
る
坪
地
名
も
左
く
、
地
割
も
函
6
の
ど
と
く
で
あ
っ
て
、
真

1
2
 

北
方
向
の
条
里
型
地
窓
口
と
呼
ん
で
な
き
た
い
。
た
だ
、
対
岸
に
ミ
ヤ
ケ
地
名

を
も
っ
集
落
が
あ
る
と
と
か
ら
、

あ
る
い
は
古
代
の
ミ
ヤ
ケ

κ関
係
す
る
地
割

と
解
す
る
と
と
も
で
き
~
る
か
も
し
れ
を
〕
円
。

以
上
、

中
ノ
川
流
域
の
条
里
地
割
に
つ
凶
て
の
知
見
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ

う
げ
札
在
る
。
①

- 6 -

坪
付
史
料
は
今
の
と
と
ろ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
が

坪
地
名

は
残
存
し
、
沖
積
低
地
の
氾
濫
原

K
N
二
四
度
目
の
条
里
地
割
を
認
め
る
と
と

が
で
き
る
c

②

坪
内
の
地
割
は
長
地
型

κ由
来
す
る
も
の
が
多
い
。
③

条

塁
坪
付
や
条
霊
界
線
、

さ
ら

K
条
里
の
呼
称
法
は
明
ら
か
で
左
い
が
、
稲
生
町

の
栗
之
一
坪
左
る
小
字
地
名
が
あ
る
い
は
九
里
を
意
味
す
る
の
か
も
し
れ
左
い
。

④ 

N
二
四
度

E
の
条
里
地
割
の
一
同
濁
端
で
は
地
割
の
東
偏
の
度
合
が
す
く
な

〈
在
っ
て
い
る
。
⑤

二
宅
可
寺
門
・
御
法
の
付
近
に
真
北
を
指
す
条
呈
型
地

割
が
み
ら
れ
る
。

四

志
登
茂
川
流
域
の
条
里
地
割

士
主
旦
茂
川
流
域
の
沖
積
低
地
は
海
岸
線
に
沿
う
幅
六
百
メ
ー
ト
ル
前
後
の
砂

堆
に
よ
っ
て
伊
勢
湾
と
隔
て
ら
れ
、
地
形
の
上
で
豆
谷
底
平
野
・
氾
濫
原
・
海

岸
平
野
に
三
分
さ
れ
乙
。



図 7.

埋~目水路

旧 身田村総図

道路~ 一・ー小字界

国8.

- 7 -

ー..一村界

こ
の
う
ち
洪
積
台
地
を
ぬ
う
よ
う
K
の
び
る
谷
底
平
野
を
除
け
ば
、
現
在
津
市

の
一
身
出
・
大
古
曲
目
・
上
津
部
白
・
中
野
・
平
野
・
豊
野
(
以
上
、
旧
一
身
田

町
)
・
窪
田
(
旧
豊
里
村
)
(
ノ
一
各
大
学
げ
ん
分
属
し
て
な
り
、
そ
の
主
要
部
は
既

に
耕
地
整
理
が
実
施
ぎ
れ
て
川
口
プ
ミ
ぞ
と
で
耕
地
整
理
前
の
小
字
地
名
を
検
し

八
之
坪
(
以
上
、

て
み
る
と
、
壱
之
坪
・
弐
之
何
-
三
之
坪
・
四
五
之
坪
・
六
之
坪
・
七
之
坪
・

一
身
国
)
・
八
之
坪
(
大
古
曲
目
)
・

上
、
窪
田

)
ο
rで
う
ま
坪
池
名
ば
か
り
で
な
く
、

一
之
坪
・
八
之
坪
(
以

名
さ
え
見
出
寸
〆
と
と
が
で
き
る
c

(
国
7
参

照

)

一
身
田
に
八
条
と
い
う
条
地



一
汗
池
名
は
壱
之
坪
か
ら
六
之
坪
ま

方
函
池
割
と

h

な
っ
て
凶
る
。

し
か
も
と
の
一
之
坪
江
二
身
置
の
壱
之
坪
?
六
之

は
多
く
一
町
左
い
し
二
町
の
方
形
を
左
し
、

と
の
う
ち
ま
ず
条
塁
関
係
地
名
が
多
い
一
身
田
に
つ
い
て
み
る
と
、
各
小
字

坪
の
延
長
上
だ
あ
り
、

ぽ
六
町
で
あ
る
。
従
っ
て

一
之
汗
西
側
字
界
と
壱
之
坪
西
側
字
界
L
r
一
心
問
認
は
ほ

で
北
北
西

l
一
清
甫
東
方
向
に
相
接
し
な
が
ら
連
続
し
、
六
之
坪
か
ら
八
之
坪
ま

か
げ
比
条
里
施
行
地
た
る
こ
と
を
思
わ
せ
、

で
と
れ
と
直
交
す
る
方
向
に
同
じ
く
相
接
し
て
連
続
し
て
い
る
。

と
れ
ば
明
ら

一
之
坪
の
甫
西
に
窪
田
と
犬
十
白
曽
に
ま
L

た
が
っ
て
数
町
歩
の
面
積
を
占
め
る
へ

坪
付
も
千
鳥
式
と
考
え
ら
れ
る
が
、

一
身
白
か
ら
窪
田
の
東
部
に
か
け
て
同
一
の
条
里

そ
の
条
呈
界
線
の
方
位
は

N
六
六
度
W
で
あ
一
る
。

が
施
行
さ
れ
よ
~
と
考
え
ら
れ

残
念
左
が
ら
と
ζ

犯
は
耕
地
整
理
前
の
状
況
を
示
す
地
図
と
し
て
は
明
治
八
年

小
字
内
部
の
地
割

ノ
坪
も
多
八
オ
同
じ
条
皇
界
議
げ
一
引
っ
た
坪
地
名
で
あ
ろ
う
が
、
耕
地
整
理
前
ろ

作
成
の
一
身
白
総
図
へ
図
8
参
照
)
し
か
残
っ
て
か
ら
ず

地
割
は
明
ら
か
で
三
い

ず亡

は

母
パ
地
名
か
ら
知
ら
れ
る
一
、
一
六
六
度
W
で
千
急

は
知
る
と
と
が
で
き
な
い
。
次
に
一
身
回
以
外
の
大
字
r
凡
な
け
る
坪
地
名
だ
っ

付
近

式
坪
付
を
も
っ
条
豆
地
割
は
、
志
登
茂
川
流
域
の
沖
積
低
地
の
ど
の
あ
た
り
ま

い
て
み
る
と
、
窪
田
の
一
之
坪
は
幅
約
一
町
の
長
方
形
を
乏
し
て
な
り
、

で
確
認
さ
れ
う
る
で
る
ろ
う
か
。

ま
ず
一
身
国
だ
つ
い
て
は
、
国
8
r
~
み
ら
れ
る
小
字
界
や
道
路
・
水
路
の
直

の
地
割
も
第
9
函
の

B
陀
一
示
す
ご
と
く
幾
分
乱
れ
つ
一
つ
も
長
池
型
を
士
す
一
町

o 2uOf"'l 

k=:o=-.--=-"=自司E ・・刷d

図 9 蔓聖子・窪田・平野・大古曽・中野・

上津苦sEEの地割(一部)

凡OIHま図 3Yて同じ。 C-Fは

相対的位置も考空してある〕
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交
状
態
か
ら
も
v

土

U

登
茂
川
河
岸
や
専
修
寺
の
寺
内
町
た
る
高
田
を
除
い
て
条

皇
の
施
行
は
明
瞭
で
、

東
西
南
側
の
大
字
界
直
線
部
付
条
界
線
に
、
↑
同
制
の

そ
れ
は
里
界
線
に
る
た
る
と
い
山
え
る
。
窪
田
で
は
、
西
部
か
ら
中
央
部
に
か
け

て
洪
積
台
地
が
張
り
出
し
て
日
い
る
と
と
も
あ
っ
て
、
前
記
の
一
之
汗
の
付
近

K

し
か
条
里
地
割
は
確
認
で
き
左
い
。
大
古
記
同
一
で
は
、
低
地
内

J

氾
濫
原
げ
ん
一
実
す
ふ
中

部
や
東
部
の
耕
地
整
理
前
の
地
籍
置
が
部
分
的
だ
し
か
残
コ
て
ら
い
す
、

t

わ
ず

か
げ
凡
宮
縄
手
と
深
田
で
条
塁
地
割
ら
し
き
も
の
が
検
出
さ
れ
ゐ

J

信
号
の

D
は

深
田
の
地
割
で
、
中
央
を
貫
〈
道
路
?
と
北
側
字
界
と
の
間
隔
は
ほ
ぼ
一
町
あ
り
、

長
地
裂
の
地
剖
討
が
卓
越
し
て
回
る
。
標
高
二
メ
ー
ト
ル
以
下
心
海
岸
平
野
を
左

す
中
野
で
も
、
前
記
の
深
田
に
近
い
北
西
部
を
主
げ
一
耕
地
整
理
前

地
籍
図
い
が

廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
深
田
の
地
割
が

N
六
六
度
ww

割
の
一
部
在
の
か
さ
え
確
認
で
き
左
い
っ
図
9

の
E
M一一

f
二
ノ
一
好
d

の
一
設
か
と

一
遠
心
条
豆
地

思
わ
せ
る
佐
之
汗
の
付
近
の
地
割
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
整
然
上
「
正
〆
二

町
方
函
の
地
割
一
歩
フ
ロ
ッ
ク
が
る
る
と
は
U

え
ず
、

か
つ
ま
え
ん
竹
一
之
汗
自
体
も
三

-
一
三
・
二
三
・
三
三
の
い
ず
れ
の
数
字
の
坪
だ
解
し
て
も

N
六
六
度

W

C
条

里
の
同
片
付
に
合
致
し
左
い
。
ま
た
上
津
部
回
で
は
片
仮
名
の
イ
ロ

ρ

を
付
!
-
rァベ

坪
地
名
が
全
小
字
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
函
Q
U

の一

F

K
そ
の
一
訟
の
一
地
引
U
L
L
1
)

一
示
す
ご
と
/
¥
条
塁
と
は
関
係
が
左
U
f

一
身
罰
の
一
問
実i
陀
祭
『
ぺ
標
高
一
メ

ー
ト
ル
以
下
の
海
山
洋
平
野
ー
と
左
っ
て
い
る
平
野
で
も
明
瞭
云
条
主

ば
検
出

で
き
ず
、
例
え
ば
条
里
縁
を
左
ず
一
身
田
の
一
一
東
側
文
字
界

ア
-ら二

叫

一一~寸寸」

に
}
f
t
}
U

昼
目
の
あ
た
り
で
も
図

9
の

C
E不
す
よ
う
左
地
割
で
点

J

ヴ
心
。
さ
ら
に
一
三
自
の
北

に
接
?
る
豊
野
で
は
方
形
の
地
割
ブ
ロ
ソ
ク
が
丸
ノ
ら
れ
¥
久
口
プ
ヨ
ッ

の

地

割
は
あ
た
か
も
長
地
型
を
在
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
ゐ
一
ヴ
心

、
一
凶
9

H

U

え
に
も

示
す
ご
と
く
憶
が
一
町
在
い
し
そ
の
整
数
倍
を
を
す
J

J

ロ
ブ
ク
は
ほ
と
ん
ど
き

/
¥
モ
平
仮
名
の
一

w

い
ろ
は

μ
を
付
し
た
坪
地
名
の
存
在
も
条
里
の
施
行
と
関
係

同一日

4
ハ
出
い
っ

以
上
、
志
登
茂
川
流
域
の
沖
積
低
地
忙
な
け
る
条
里
地
割
r
L

つ
凶
て
ま
と
め

れ
ば
次
の
よ
う
に
4
ふ
る
。
事

一
汗
付
史
料
は
今
り
と
と
ろ
見
出
せ
な
凶
が

士平

地
名
が
一
身
包
げ
一
集
中
的
に
残
存
し
、

N
六
六
度
W
の
条
皇
が
施
行
さ
れ
た
と

ー
と
は
疑
M

を
い
。
②

そ
の
坪
付
は
北
西
南
陀
は
じ
ま
っ
て
南
西
隅
げ
凡
な
わ
る

千
白
ニ
マ
式
を
左
し
、
条
里
界
線
も
復
原
で
き
る
が
、
現
在
確
認
し
う
る
条
里
地
割

の
残
存
範
毘
ば
一
身
田
の
大
部
分
と
窪
田
の
東
部
の
み
で
あ
る
。

ーγー

エ工、

奄
芸
郡
に
お
け
る
欠
点
呈
の
特
徴

と
と
で
は
卒
論
の
一
結
一
び
と
し
て
奄
芸
部
の
条
里
に
つ
凶
て
い
く
つ
か
の
一
回
か

ら
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
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ま
ず
，
、

中
ノ
川
流
域
の

N
二
四
度

E
の
条
里
地
割
と
志
登
茂
川
流
域
の

N
六

六
度

W
の
条
里
地
割
と
が
、
奄
芸
郡
条
里
と
凶
う
名
の
も
と
に
統
一
的
に
把
握

し
う
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
方
位
の
点
で
両
者
が
結
局
同
一

で
あ
る
ば
か
り
で
在
く
、

坪
界
線
さ
え
も
実
は
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

そ
と
で

前
者
に
後
者
の
条
呈
界
線
を
延
長
し
て
み
る
と
、
徳
田
町
の
五
之
坪
の
東
側
字

界
と
ー
一
ハ
之
汗
の
東
側
字
界
直
線
部
が
条
里
線
と
一
致
し
、
五
之
坪
を
一
五
坪
の

設
l
f
)

解
す
る
と
と
に
よ
り
六
之
浮
と
も
ど
も
、
北
西
開
閉
陀
は
じ
ま
っ
て
南
西
隅

に
な
わ
る
千
庄
司
式
坪
付
げ
ん
合
致
さ
せ
る
と
と
が
で
き
る
。
ま
た
越
知
・
御
薗
両

町
。
町
境
が
条
界
線
「
弘
、
越
知
町
の
西
浦
と
大
泥
・
竹
ケ
鼻
と
の
小
学
界
が
里

界
線
「
二
致
す
る

え
だ
呈
界
線
陀
つ
い
て
は
、

二
町
一
同
へ
ず
ら
せ
る
と
五
之

一
昨
・
六
之
浮
を
そ
の
ま
ま
の
数
字
で
前
記
の
千
鳥
式
坪
付

K
合
致
さ
ぜ
る
と
と

川
市
川
で
雪
る
ぽ
か
、
徳
田
・
耕
一
知
一
向
町
の
町
境
や
越
知
町
内
の
い
く
つ
か
の
小
字



界
も
塁
界
線
L

J
L

っ
「
」
、

/
ペ
l

設
す
る
。

呈
司
什
糠
三
つ

イ
」
立
ま
な
十
五
リ
4
F
7

の
ム
ポ
地

が
あ
る
も
の
の

中
ノ
川
・
1
1

心
霊
茂
川
両
涜

6

攻
て
み
ら
れ
る
条
塁
地
討
が
奄
芸

郡
統
一
条
里
と
も
い
う
べ
き
同
一

D
諸
行

よ
い
で
あ
ろ
う
c

な
な
、

都
内
に
は
こ
の
夜
一

h
v

一
六
呈
の
ほ
か
、

を
4

な
し
て
円
た
こ
と
は
認
め
て

前
述
心
三
宅
町

の
条
塁
型
地
割
の
よ
う
に
局
地
的
な
条
霊
地
割
や
条
豆
沼
一
池
討
が
士
シ
残
存
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
が

りてのト
q
u
d
今
後
の
調
査
謀
議
!
こ
し
た
い
ο

次
げ
~
奄
芸
郡
統
一
条
塁
と
郡
家
し
乙
の

を
み
て
九
ノ
る
え
め
、
条
塁
の
皆
川
田
汁

沼
二
、
郡
家
竣

線
を
郡
家
竣
想
定
地
の
付
近
に
延
長
し
て
み

zq
七
(
哲
一

と
条
里
が
同
じ
方
位
を
一
ボ
FJ
ば
か
り
で

J
Z
J
¥

七
条
八
条
関
心
条
界
線
、
か
郡

家
域
活
側
境
界
を
な
す
西
里
の
西
側
字
界
の
わ
ず
か
一
江
頭
一
頭
を
通
っ
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
そ
と
で
郡
家
域
付
近
だ
な
ハ
て
条
塁
。

小
字
界
や
道
路
な
ど
を
探
し
て
み
る
と
、
わ
ず
か
三
一
自
室
内
の
道
路
芯
一
部
が

謂
北
方
向
の
坪
界
線
と
、
星
中
南
部
の
室
得
。
一
認
が
烹
西
方
向
ゐ
坪
界
線
i
y

」、

援
と
合
致
す
る

そ
れ
ぞ
れ
合
致
す
る
の
み
で
ち
る
一
リ
従
っ
て
、
前
-
一
守
定
)
た
郡
家
域
を
条
里

一恒道路 品押水路 一ード三宮界へ 等韮韓 2胆喫属

@ f;-p芳主主 A3C;) e志向喧 E C(ミH

iを芝訳家と条呈

を芸部

図 10.

奄芸郡の条呈と郷(地形なよび土地利用は明治期作成。

5万分の l地形固によふ)

10 

1 1 図



の
坪
界
線

κ合
致
す
る
よ
う
ず
ら
せ
る
の
は
、
少
左
く
と
も
南
北
線
に
つ
い
て

は
適
当
で
な
く
、
東
西
線
に
つ
い
て
も
妥
当
と
す
べ
き
摂
拠
陀
乏
し
M

と
い
え

る
0

4

ん
だ
、

そ
の
方
位
を
制
約
す
る
も
の
の
見
当
ら
な
い
台
地
上
に
設
け
ら
れ

た
奄
芸
郡
家
の
郡
家
域
が
、
真
北
の
方
位
を
と
ら
ず
、
条
里
と
同
じ

N
二
四
度

B
の
方
位
を
と
っ
て
い
る
と
と
は
、
両
者
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
大
い
陀
輿

味
深
い
。

さ
ら
げ
札
条
塁
と
古
代
の
郷
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、
郡
内
六
郷
の
う
ち

塩
屋
・
黒
田
・
窪
田
の
三
郷
に
は
遺
称
地
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
鈴
鹿
市
稲
生
町

塩
屋
集
落
、
河
芸
町
大
字
北
黒
田
・
南
黒
田
、
津
市
大
字
窪
田
が
あ
り
、
回
井

郷
も
同
名
の
式
内
社
た
る
多
為
神
社
が
津
市
山
田
井
の
西
宮
妃
比
さ
れ
て
い
る

と
と
か
ら
、

ζ

れ
ら
四
郷
の
中
核
地
を
ほ
ぼ
知
る
ζ

と
が
で
き
る
。
残
る
奄
芸

・
服
部
の
二
郷

K
つ
い
て
も
、
前
者
は
ぞ
の
郷
名
か
ら
み
て
郡
家
の
あ
た
り
を
、

後
者
は
同
名
の
式
内
社
た
る
服
織
神
社
の
あ
っ
た
あ
た
り
を
、

そ
れ
ぞ
れ
中
桜

地
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
服
織
神
社
の
出
社
地
は
河
芸
町
大
字
久
知
野
の

南
西
部
と
さ
れ
て
い
る
よ
(
ぷ
し
か
し
各
郷
の
郷
域
が
ど
の
範
囲

K
及
ん
で

ω
た

か

κ
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
〈
、

か
つ
前
述
の
よ
う
K
局
地
的
左
条
豆
地
割
や

条
塁
型
地
割
も
未
調
査
左
た
め
、
奄
芸
郡
統
一
条
里
の
う
ち
中
ノ
川
流
域
の
部

分
と
塩
屋
・
奄
芸
の
二
郷
が
、
志
萱
茂
川
流
域
の
部
分
と
窪
田
認
が
ぞ
れ
ぞ
よ

対
応
す
る
よ
う
陀
み
え
る
も
の
の
(
図
日
参
照
)
、
詳
し
い
検
討
は
差
控
え
ざ

る
を
得
な
い
。

(
向
品

最
後
げ
比
奄
芸
郡
の
条
里
を
伊
勢
田
の
他
都
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
奄
芸
郡

の
よ
う
に
主
た
る
条
里
施
行
地
が
二
流
域
冗
分
か
れ
て
い
る
陀
も
か
か
わ
ら
ず

郡
全
体
と
し
て
統
一
的
左
施
行
が
認
め
ら
れ
る
の
は
珍
し
く
、
多
く
の
郡
で
は

同
じ
流
域
の
沖
積
低
地
に
あ
っ
て
も
施
行
単
位
が
い
く
つ
か
に
分
か
れ
て
凶
る
。

次
げ
止
条
里
の
坪
付
は
、
条
皇
施
行
地
が
伊
勢
湾
げ
に
対
し
て
需
に
あ
た
る
か
西

κ

あ
た
る
か
げ
札
よ
っ
て
、

南
西
隅
陀
は
じ
ま
っ
て
北
向
し
た
り
北
西
隅
に
は
じ
ま

っ
て
東
向
し
た
り
様
々
で
あ
る
と
は
い
え
、
と
も

K
河
川
の
上
流
左
津
寄
り
に

は
じ
ま
っ
て
下
流

κ向
い
上
流
右
岸
寄
り
だ
終
る
千
鳥
式
を
と
っ
て
い
る
点
で

と
れ
に
対
し
て
条
・
里
の
呼
称
法
は
奄
芸
郡
の
北
と
南
と
で

一
致
し
て
い
る
。

は
異
な
り
北
の
旧
河
曲
郡
で
は
坪
付
同
様
陀
条
を
上
流
よ
り
下
流
に
向
っ
て

数
え
、
里
を
左
母
寄
り
よ
り
右
寄
寄
り
陀
向
っ
て
数
え
た
ら
し
い
が
、

南
の
旧

神
三
郡
で
は
条
を
下
流
よ
り
上
流
に
向
っ
て
数
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て

条
・
里
関
係
地
名
が
極
め
て
乏
し
〈
、
他
都
の
例
を
も
と
た
推
測
せ
ざ
る
を
え

左
い
奄
芸
郡
の
場
合
、
そ
の
条
塁
呼
称
法
の
解
明
は
ま
す
ま
す
困
難
に
在
っ
て

く
る
と
い
え
よ
う
。
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本
橋
は
一
九
七
五
年
の
歴
史
地
理
学
会
第
一
八
回
大
会
で
の
発
表
を
骨
子
と

し
て
い
る
。
本
稿
作
成

κ
あ
た
っ
て
御
指
導
い
た
だ
い
た
藤
田
附
謙
二
郎
先
生
を

は
じ
め
、
発
表
当
日
の
座
長
と
し
て
懇
切
な
所
見
を
し
て
下
さ
っ
た
服
部
昌
之

先
生
、
現
地
で
の
調
査

K
あ
た
っ
て
便
宜
を
計
っ
て
い
た
だ
い
た
鈴
鹿
市
役
所

-
同
栄
出
張
所
・
津
市
役
所
・
同
一
身
回
出
張
所
・
津
地
方
法
務
局
・
同
鈴
鹿

出
張
所
の
関
係
職
員
の
方
々
陀
厚
〈
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
追
記

九
七
六
)
の
出
版
を
知
っ
た
。
本
書
で
は
旧
奄
芸
郡
の
条
里

K
つ
い
て
も
概
要

〕
成
稿
後
、
倉
田
康
夫
『
条
皇
制
と
荘
園
』

(
東
京
堂
出
版
・

が
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
が
(
五
二
一
J
五
五
頁
)

条
皇
の
復
原
な
ど
詳
し
い
調
査
報

告
で
は
左
い
。



i主よ

藤
田
附
謙
二
郎
ほ
か
「
伊
勢
国
府
の
研
究
」

「
雪
府
の
歴
史
地
理
学
的
研
究

(
抄
報
)
』

一
九
五
八

所

収

)

藤
岡
・
西
村
「
歴
史
地
理
的
r
ー
み
た
鈴
護
市
広
瀬
台
地
の
初
期
涯
史
時
代

遺
跡
群
」

『
史
症
と
美
術
』
二
七
九
、

一
九
五
七
。

藤
本
利
治
「
古
代
東
海
道
榎
津
駅
家
の
位
置
に
つ
い
て

t

『
皇
学
館
大
学

紀
要
』

一
九
七
回
。

Jζ 

倉
田
康
夫
「
伊
勢
国
員
弁
川
沿
埠
の
条
里
遺
構

司
歴
史
地
理
学
紀
要
』

、

一
九
六
一
。

藤
岡
謙
二
部
『
先
史
地
域
及
び
都
市
域
の
研
究
』
柳
原
書
一
底
、

一
九
五
五
、

一
七
回

1
六
頁
。

仲
見
・
倉
田
「
伊
勢
国
鈴
鹿
川
沿
ぎ
の
条
里
制

「
立
命
館
文
学
』

五

八

一
九
六
八
。

倉
田
康
夫
「
条
里
制
遺
構
の
一
一
形
態
」

『
出
京
大
学
文
学
部
紀
要
=
由
の

了
回
、

一
九
七

0
0

藤
岡
謙
二
郎
編
『
畑
一
谷
の
摩
史
地
理
』
蘭
童
三
男
、

九
工L

/又

四

八
頁
(
谷
岡
武
雄
執
筆
)

倉
田
康
夫
「
伊
勢
国
宮
川
沿
山
一
汗
の
条
里
遺
構
げ
に
つ
い
て
」

『
眠
法
史
地
理
一

八
九
の
泊
、

一
九
六

0
0

ふ

そ
の
訓
み
は
古
代
に
な
い
て
も

ア
ム
へ
・
ア
ム
キ
・
ア
キ
と
様
々
で

近
代
の
俗
称
は
ア
ン
グ
で
あ
っ
た
。

A-

『
三
重
県
遺
跡
地
図
』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
四

一
九
七

O
、

に
よ
る
。

J主

第
四
紀
総
合
研
究
会
編
『
百
本
の
第
四
系
』
地
学
団
体
研
究
会
専
報
一
五

1主

中
位
段
丘
と
し
て
い
る
(
三
二

0
1
二
実
)
。

郡
家
と
郡
脅
の
用
語
の
定
義
は
、
次
の
論
文
に
よ
っ
た
。

日「ワ、

一
九
一
ハ
九
、
で
は
、

足
利
健
売
「
郡
街
の
境
域
陀
つ
い
て
」

『
大
阪
府
立
大
学
・
歴
史
研
究
』

一
九
六
九

f

(ヱ

足
利
健
売
に
よ
れ
ば
、
郡
家
域
は
方
六
町
、
郡
街
域
は
方
二
町
が
標
準
と

さ
れ
て
出
一
ゐ
が
(
前
掲
亙
)
、
辺
境
の
急
部

K
つ
い
て
は
方
三
町
在
凶
し
方

四
町
の
郡
家
域
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

藤
岡
謙
二
郎
編
『
佐
渡
の
歴
史
地
理
一
古
今
吾
首
院
、

一
九
七
一
、
六
六

1

八
二
一
貝
(
足
利
健
一
元
執
筆
)

日
野
尚
志
「
多
執
鳴
の
国
府
・
郡
家
に
つ
い
て
」

一一一、

『
佐
賀
大
学
教
育
学
部

研
究

一
九
七
三
。

日
野
山
同
志
(
壱
岐
鳴
の
国
古
川
・
郡
家
に
つ
い
て
一

O 
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『
史
学
研
究
』

一
九
七
六
つ

自

『
特
選
一
汚
名
喋
』

一
九
一
頁
乙

一
九
七
二
復
刻

Ji-

地
形
区
分
は
司
一
二
万
五
千
分
ノ
一
土
地
条
件
図
・
津
留
幅
』
陀
ょ
っ
た
。

lii 

条
里
地
割
と
条
主
型
地
到
の
清
語
の
区
別
は
、
藤
岡
謙
二
郎
編
『
日
本
産

史
地
理
総
説
・
古
代
続
』
土
白
川
弘
文
館
、

一
九
七
五
、

の
開
発
の
項
の
基
準

に
よ
っ
た
。

11 

前
掲
互

12-

(
河
芸
町
教
育
委
員
会
・

一
九
七
三
)
二

自
動
一
義
『
河
芸
町
の
墜
史
』

ー
匝
貞
〉

1呈

他
認
の
条
呈
に
つ
い
て
は
前
掲
互
の
諸
論
文
に
よ
っ
た
。



His七orico-geographical Approach 七0 七he G旦nga(郡家)

and Jori(条堅 of Amuki Dis七ric七， 工se Province 

工n Ancient Japan TO~..ATSUR工， Yumio 

The Gungαand Jori of Amuki Dis七rict has never been 
rεsearched by any geographer， 50 the au七her approached 

it5 problem and has come ユロto such concユusion as in 

the following. 
(工 On 七he middle 七εrrace the Gungαwas cons七ructed

iロ七he square area (3 x 3σhõs~':) ， and the d工rec七ion of 

i七s cen七er axis shows N240E， and now 七here is a 5ε七一

tユement of Koriyama at the area. The core area of the 
Gung，αラ vlherεthe off工C工es of 七he d工str工c七九Tere concent-

ratedラ occ児 ied 七hさ square 月rea(工 x 工 σ日 in the north 
of ttュョ αwhere 工s nOvJ arr 0ユd sr-lrin巴 巳泣ne，:i 38.ke;..i ~ 

(2)T;Gvth合むTor1-- 幻 自s extさnd iロ七he a工lt~vial
of Nak_anつ R士~ïer などJd Shi tClてつ Riγer~ The gアe2-tεr

七五台m ¥.̂J2，S つ了f! ~L:--t l Z 
T ・

:三CCOTこLユロg to "(.三ξ? なロユエ ()rm :c-1. 2 n \tJ!~ 三二1
一、

〔十戸別一 一一円 F守

口 je_ 斗 e，二1.，;::' !_!j ':>:JピどちJ七ユじ.:..i<' ムL，S ユムナモ，三l':二n SECマ~，IS

出(ユ ~ '~士、 Ts .，{hos ( ::-老 -¥t!c:了e c山口ted f了:コムJ'1 l} ::rt t_~\"J日℃ つor-

ne了 了。 SG~_よ七弓 s七 ccrnをど according to thラ v.Ja~r of Chido-
l'l"~ (千忌 ) τ:lP三‘ B~ょ七 i t cO'Ludn竺七 lむさ fOD_nded out hO'，l d，:ジ

(条 a立d 呈 ~wと士三 士 Gun七三~d 園 Besidεs the a司亡。ve-mentioned

.Jo'y-i ar~as of ラ 七tιユ児e工r曾号 Tv-llユ工 De 

in Alお]立lUλki Dist工rlC七.

(3) Th己 ~íori areas of l'托60jd coinciden七 Wl七h the Gungα 

in poin七 of 七he dirεctioロラ but don'七 in poin七 of the 

c εnter axユs.
(4) The Jori areas of &'Tluki District correspond T，yi出

七hose of other dis七ric七s of Ise Province in 七he way 
of coun七ing Tsubo， but doロラt in 七h合 dirεction nor in 

七he limits of u工1iform pユan.

公工 σho equa工s abou七 工08 meters ・
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